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ジヱーグ λ ピアといえば， また， とういう例もあげ畠ことができる。 かれ
は， リチヤード三世を残忍で，勇敢で，派手なf句晶男の奇快な姿にえがく。ロ
















6) セイャー ， r時の膿J(The Daughler 01 the Ti例，)。これは，わが国では，ちかごろはやり
の推理小説として，あつかわれている。高木彬光の f:?ンギスカ γの秘密」はz この書の手法に
ならコたものであるといわれるu































8) r荒子I巻第三 梁恵王章句j 下。



























9) 班固「漢書」九十九壬罪伝第六十九 L 
10) 同上。
11) 向上。


























































18) 渡辺一夫「偽善のすすめ」大医朝日新聞I 昭和41年 1月9日.18頁。



























































23) 班固，向上I 九十九，主事伝j 第六十九中。
























































王非の社会思想について (267) U 
そういうのである。
しかしながら，それに対しては， I周礼」をみよとこたえるものがあるかもし























27) 小島祐馬博士「支那古代の社会経済E想」 砦波講座「東洋思潮」一昭和!l年11月。 r古代交
那研究」昭和18年2月，所収 (259-260頁)ロ
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31) Arthur Young (1741-1820) 
32) 院院「春枇左伝注疏」巻第二十四，宜十五年。
33) 司馬遷. r史記J.;'、十三}老子韓非列伝第三。






























35) 小島祐馬博士j 前掲書， 256頁。
第3号















































































20 (274) 第 97巷第3号
前にさかのぼって，乙れをみいだすことができる。そういうひとも，あるであ



















































































46) 班固，漢書，二十四，貴貨志j 第四y 下。
47) r菅子」海王篇。






















































49) 昔子」巻第三非相篇j 第五。 r佳王者天下之君也。舎盛王而道」二古。昏之是猶舎己之君。
市事人之君也。1
50) 班回向上a 九十九王葬伝，第六十九!中。
















































































































































































































かんがえても， よいのではあるまいか。 だが， いづれにしても， ここのとこ
ろ，関係は，きわめて，微妙である。これをたとえれば，ピッチャ とパヅタ
ーの関係のごときものでもあろうか。パッタ が三振でうちとられる場合，パ











































34 (288) 第 97書第3号
しかるに，ユートピ7'/・ソ一、ンャリズムは，その名のものがたるがごとく
である o そのはじめは，単なる思惟の世界の存在である。しかしながら，それ
は，やがて，現実の世界にちかづしそういう傾向がある。けだし，理想は空
想にはじまる。しかしながら，それはいつまでも，空想にとどまらない。それ
は，しだいに，現実にちかづく。そして，現実にちかづくほどに，やがて，そ
の実現壱志向することになるロそういうものである。それはやみがたい・ひと
の情というものである。かくて，十九世紀の初期，西欧のユートピァγ ・ソ
~ンャリスト，ロパート・オーェ γはそのユートピアを~tアメリカのー・ハ
ーモエーにおいて，実現せんとこころみた。フーリエーの徒も，おなじく，北
アメリヵの各所に，かれらのユーピアを建設しようとこころみた。そして，わ
が二七葬のなしたあとも， また乙れら，と，挟壱ーに「る。すくなくとも，主旨
においてことなるところはない。そういうことができる。そして，ことなると
ころがない，といえば，さらに，そのいづれもが，こと，こころざしと反し，
中道にして坐折しているところまで，ことなるところがない。撲をーにしてい
志。しょせん，ぞれは，ユートぜアソ・ソージャリス干の負わねばならぬ，か
なLき宿命でもあろうか。
ただし，とこに，ことなるところが，ただひとつだけある。十九世紀，西欧
に出でたる，ユートピア y ・ソ一、ノャリストは，いづれも，その失敗にもかか
わらず，入類愛の闘士として敬愛壱うけている。思想界のパイオニ7として尊
崇せられている。しかるに主葬のみは，そうでない。纂奪者として非難されて
いる。偽善者として軍事摩されている。冷血漢として憎悪せられている。かくて，
ユートピア γ ・ソー立ャリストとしてのかれの美はほとんEかえりみられてい
ない。おなじく，三忠一下ピ7'/・ソ-S/ャリストであるにもかかわら1:'，その
死後の運命のわかれること，何ぞ，ぞれ，かくのごと〈はなはだしきや。わた
くしはそれ壱かなしむ。かれのために，一掬の涙なきを得ない。すなわち，い
ささか，かれのために弁じて，このー篇を草する， と，いうのみ。地卜の王葬
の霊，はたして，わたくしの徴意を受けるやいなや。
